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「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない 前を見る

「止まったつもり」、「安全確認したつもり」
・・・になっていませんか？

いつもの通り慣れた道は、油断しがち

○ 「一時停止」場所では、停止線直前でしっかり停止、安全確認しましょう
○ 慣れてくると･･･停止線を過ぎて停止したり・・・
○ 慣れてくると･･･スピードを落としただけで、「停止したつもり」になっている

《 事故直前のスピードが高いほど、死亡事故率は高くなります》

○ 市街地では・・・３０ｋｍ/ｈ
○ 郊外部では・・・４０ｋｍ/ｈ
・・・を超えると、死亡事故率が上昇します

《冬道は、「あせる気持ち」が事故の危険性が高くなります》
○ 到着時刻の遅れは、気になるのが当然
○ しかし、あせれば事故の危険性が非常に高くなります
○ あせる気持ちをおさえて、「安全優先」の運行をしましょう

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

右折の大型ダンプにはねられ
自転車に乗っていた23歳女性、死亡
大型ダンプの51歳運転手、現行犯逮捕

「気付かずはねた」

大型ダンプは、会社に戻る途中だった
◇右折は対向車を注視しがち 右折先を必ず良く見る ◇

◇右折時は・・・直進車はもちろん、右からの横断歩行者・自転車にも注意しましょう◇
２０２２／２／２３（水）

２２日午後１時半すぎ、愛知県の路上で、右折しようとした大型ダンプにはねられ、自転車に乗っていた女性（２
３）が病院に運ばれましたが、頭の骨を折るなどし間もなく死亡が確認されました。警察は、大型ダンプを運転
していた会社員の男性容疑者（５１）を現行犯で逮捕しました。容疑者は会社に戻る途中で、調べに対し「自転車
に気付かず女性をはねてしまった」と容疑を認めているということです。

追い抜き際に路線バスが接触
路肩を走行していた自転車の男性、転倒、けが

◇冬道での追い越し・車線変更は事故に直結 危険な追い越し 生命の危険 ◇
◇冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない◇
◇自転車の横を通る場合は、もう少し距離を空けましょう◇

２０２２／２／２３（水）
２２日午後３時３５分ごろ、鹿児島県の市道で、路線バスと男性会社員（２６）の自転車が接触した。自転車の

男性は転倒し、左腕にかすり傷を負った。乗客約２０人と男性運転手（５５）にけがはなかった。警察によると、現
場は片側２車線の直線道路。路肩を走行していた自転車をバスが追い抜く際に接触した。


